
プロフェッショナル論

「仕事と人生」のプロフェッショナル

２０１８年２月１日
ｙＳｙｍｐｈｏｎｙ 下條
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１ プロフェッショナルとは何か？
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志
はじめに・・・・・

「それが何」で「どういう意味をもつか」は
「自分で」決まる。

他人（ひと）が何と言おうと・・・
4



志、それは人生を冒険にしてくれる

○人生最大の牽引力（方向と大きさ）

○「自分が喜ぶ」ことに繋がる
「仕事とその目標」を「志」にできれば最高

○若い人は暫くは毎日が
「自分（方向）」探しでもよい
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「プロフェッショナル」とは？？？

１ 仕事の結果が素晴らしい

皆が拍手する！！！（他人の目）

２ 誇りに思える

世に役立つ・生き甲斐がある（自他の目）

３ 本望である

とても楽しい ｏｒ 死に甲斐がある（自分の目）

改版：１２１２０１ 初版：０００１１０6



プロ第３条件「本望である・楽しい」

プロ第１条件
「結果が素晴らしい」
上手に出来る

プロ第２条件
「世に役立つ」
生き甲斐がある

プロフェッショナルとしての仕事の選択
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２ 「どうしたら」
プロフェッショナルな

仕事ができるか？
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「プロ」としての「個人のＢ/Ｓ」
Ｂ/Ｓ

体力

気力

時間

その他

収入
（地位・名声）

仕事を成す為の「元手」 仕事の結果、得るもの

技（わざ）

知（知識）

友（人脈）

異力

負
っ
て
い
る
も
の

世
の
中
に

貢献（お役立ち）

よろこび！
信頼！

「結果が素晴らしい」仕事

①ＤＮＡ経由授かった力
②今迄に、特に子供の頃に
習得した習慣

③ これ迄体験で得た意識全体

前提：志（やりたいこと）があること
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「頭脳仕事のプロセス」と「技（わ
ざ）」

初版１００５１
５

発想 計画 行動

構造化
（整理） 創案 評価

コミュニ
ケーショ
ン

モティ
ベーショ
ン

アイデア
集め

決断①
テーマの選択

決断②
行動の決定

道
具
箱

道
具
箱

道
具
箱

道
具
箱

道
具
箱

道
具
箱

心の
基本技

道
具
箱
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結局，プロフェッショナルとは：－

－自分に相応しい・世の中に役立つ
志＝｛仕事，目標｝ をもって

－その達成の為に「仕事の元手」を拡大し

－日々「わくわく」して暮らし

素晴らしい成果をあげている人
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３ 主な８つの技（わざ）
（知の市場・共催講座ＵＴ８１２での講義）

１ 基本技（わざ）「分解と統合」
２ 「『よい』とは何か？」を考える技（わざ）
３ システム思考
４ 問題解決・課題達成の技（わざ）
５ 「気」の技（わざ）
６ 「時間」の技（わざ）
７ Ｄｒｅａｍ Ｐｌａｎｎｎｉｎｇ
８ 「わくわく」の技（わざ）
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分解と統合

最も重要な「基本技」

プロフェッショナルな仕事をするための
技（わざ）体系の中で
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デカルト（１７世紀）の方法序説をベースに

１ 前提になる事柄を徹底的に疑い、「事実」を把握する
・・・・・・現状把握

２ 「課題」を行動がとれる細かさまで「分解」する・・・・・・・・・・分解

３ 「分解」して得られた「要素行動」を「統合」すると

「課題」が達成できる」ことを確認する・・・・・統合

４ 一歩離れて「全体を眺め」、見逃しがないか観察し、
・疑問がないかを考えてみる

物事を成就する為の基本的プロセス

０６０１１０
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仕事の「分解と統合」

分 解

統 合

大きな仕事

分解の結果の
小さい仕事群

結果系 要因系15

企業の成功

数値が満足水準
（売上・利益・収支）

喜んで下さる
「堅固なファン達」がいる

卓越した商品・
サービスがある

自分たちも楽しい
やり甲斐を感じる

不断の商品・サービス
の開発・向上がある

結果系
状態系

要因系
行動系

社会への貢献
がある

人材育成・確保を常に
大切に実行している 16



ＧＡＴ＝ＢＴ（gＥｓ）
初版：０７１２２０

ＧＡＴ ： Ｇｏａｌ Ａｃｃｏｍｐｌｉｓｈｍｅｎｔ Ｔｒｅｅ

ＢＴ ： 分解（Ｂ）と統合（Ｔ）

ｇＥ ： ｇｏｏｄ Ｅｆｆｅｃｔ（要因）

ｃｇＥ ： ｃｏｒｅ ｇｏｏｄ Ｅｆｆｅｃｔ（根本要因）

クリティカル・チェイン「ＣＣｉ」

ＧＯＡＬ

ｇＥ

ｇＥ

ｇＥ

ｇＥ

ｇＥ

ｇＥ

ｇＥ

ｇＥ

ｇＥ

ｇＥ

ｇＥ

ｇＥ

ｇＥ

ｇＥ

ｇＥ

ｃｇＥ

ｃｇＥ

ｃｇＥ

XXXXX
の成功

分解（必要条件）

統合（充分条件）

同値（必要充分）
ＧＯＡＬ＝Σ（ 小行動 ｉ ）

論理（分解・統合）の検証

「論理の跳び」は埋める

統合

分解

「Ａ」の為には ，「Ｂ」が必要

「Ｂ」であれば，「Ａ」が実現できる

Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

ゴールド・ラット→ ＦＲＴ
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行動

悟

思/学

使い
始める

型から
入って

無意識
（習慣）

意識が「型から出る」
体が憶える

shimo

考/憶

体が憶える！－「知」と「技」の差について－

技

技

知 頭

身

体

良い習慣，役立つ習慣は人生にとって驚異的サポーター

－個人も組織も－

習慣の威力

稽古

決心/実行 身体脳
無意識のうちに
そうしている
（宇城憲治）
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知識は、

稽古を積んで

技となる！

19

道

今
日
は
昨
日
の
吾
に
勝
ち

明
日
は
今
日
の
吾
に
勝
つ
䣎

千
日
の
稽
古
を
鍛
と
為
し

万
日
の
稽
古
を
練
と
為
す
䣎

神
仏
は
尊
く
䣍
神
仏
は
頼
ま
ず
䣎

思
い
て
学
ば
ざ
れ
ば
危
く
䣍

学
び
て
思
わ
ざ
れ
ば
罔
し
䣎

思
い
学
び
て
行
わ
ざ
れ
ば
悟
ら
ず
䣎

人
生
是
大
道
場
也

䥿
宮
本
武
蔵

孔
子

下
條
䦀
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４ 仕事と人生
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人生の時間配分

年令 合計 睡眠 仕事 私的時間

合計

単位：千時間 （ ）：％

０

２４

６１

２３

６０

８５

－

－

－

２０１

３２４

２１９

７４５

(27)

(44)

(29)

(100)

６７

９５

５９

２２１

(9)

(13)

(8)

(30) ７４ (10)

１３４

１５６

４５０

(18)

(21)

(60)

Golden Hour

７４(10)
Platinum Hour

１６０(21)

（注）四捨五入の関係で合計欄に若干不整合あり 22



定年

そこで ・・ ・・！

程年
「程」は「工程」の「程」

23

人生 ４工程

カッパー

０ ２３ ６０ ８５ １００
才

程年 程年 程年

ゴールド時代に蓄積した

普遍的知見を活かして世に役立つ
プラチナ時代の準備の視点

普遍的知見の蓄積

ゴールド プラチナ シルバー

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
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● 生計 ・・・・・ 吾、人間として如何に生きるべきか。

● 身計 ・・・・・ 吾身を如何に社会に対処させるか。
何をもって世に立つか。

● 家計 ・・・・・ 家庭を如何に構築し、営んでゆくか。

● 老計 ・・・・・ 如何に価値ある老い方をするか。

● 死計 ・・・・・ 吾、如何に死すべきか。
如何に楽しくし次の世界に旅立つか。

人 生の五計

朱新仲（南宋、１２世紀）の人生考

参考出典：安岡正篤著 「人生の五計」 25

人生 ４工程

カッパー
第１楽章

０ ２３ ６０ ８５ １００
才

程年 程年 程年

ゴールド
第２楽章

プラチナ
第３楽章

シルバー
第４楽章

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

身計

家計 老計
死計

生計
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「仕事に取り組む」ための視点
「主産物」と「副産物」

初版：００３０４

会社の
成功

自分の
成功

事業への
貢献

自分の
成長

プロジェクト
の成功

「知・技・友」
の拡大

自己の
実現

客先に喜ばれる
売上・利益の向上等
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GAＴ（人生の成功）
初版：０７１２１３

２人
Ｐｒｊ
成功

夫の
成功

婦の
成功

家庭
成功

・人として
どう生きる

・人として
どう生きる

・何を
もって
世に
立つか

・何を
もって
世に
立つか

・終の姿
の実現

・終の姿
の実現

・出産

・育児

・子供の軌道乗り確認

・家

・文化

・子供の結婚

・子供の就職

・教育／学校

・お墓 ・相続・終の住家

・健康

・孫

・死の準備

Ｃｏｐｐｅｒ
（～２３）

Ｇｏｌｄ
（２４～６０）

Ｐｌａｔｉｎｕｍ
（６１～８５）

Ｓｉｌｖｅｒ（８６～）

人生の五計
生 身 家 老 死

・収支

①②③ ①②③

①

②

③
・親の支援
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家庭でのプロフェッショナル
ｂｒａｎｎｋ

プロフェッショナル-夫
プロフェッショナル-妻
プロフェッショナル-お父さん
プロフェッショナル-お母さん
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Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ
＠ｗｏｒｋ

Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ
＠ｈｏｍｅ

Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ＠ｔｏｔａｌ.ｌｉｆｅ

５ プロフェッショナル＠全人生
（ＧＡＴ表現すれば）
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